
• 

か
に
す
る
に
必
裂
の
暫
で
あ
る
。
る
。
序
は
貨
永
元
年
初
夏
言
一
水
、
資
永
元
訟
巾
揃
佳

ハ
イ
カ
イ
ヒ
ヤ
ク
イ
チ
シ
ユ
ウ
俳
艶
百
一

集

日

能

脅
七
賂
訓
流
軒
長
久
山
町
大
野
氏
総
助
、
訟
は
巾

一
慨
。
越
中
の
俳
人
入
絡
会
肢
工
の
若
で
、
明
和
二
一
の
と
し
揃
生
下
旬
油
田
下
晩
山
。
刊
記
は
無
い
。

年
間
且
の
印
行
。
俳
士
百
人
を
選
ん
で
一
匂
宛
を
記

一
ハ
イ
カ
イ
モ
ウ
ギ
ユ
ウ
俳
鰭
薮
求

三
加
。
金

し
、
そ
の
句
評
と
蹴
像
を
添
へ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
一
様
の
倒
人
姿
水
若
。
自
序
は
明
和
七
年
震
防
日
加
州

の
申
に
金
仰
の

一
笑
・
成
子
・秋
之
妨
・
勾
空
・凡
兆
・

一
金
却
期
防
陪
泡
入
。
議
求
の
砲
に
倣
ひ
、入
間
腿
鳴
・

従
吾
・舎南京
・業
風
・羽
涼
・寓
洗
・生
可
・
左
菊

封
ト
・一

桃
背
鮭
盤
の
如
き
四
字
封
句
凡
そ
三
十
六
立
を
題
と

大
阜
・
山
首
水
・闘
史
・可
枝
・航
自
・布
図
、
訟
任
千
代
、
一
し
、

俳
却
に
於
け
る
臆
々
の
放
郁
を
記
し
て
、
そ
の

市山
口
の
司
憾
・晩
九
が
翠
げ
ら
れ
て
ゐ
る
o

一
雅
趣
と
制
味
と
を
説
明
し
た
'も
の
で
あ
る
o
稿
本
の

ハ
イ
カ
イ
ヒ
ヤ
テ
イ
チ
シ
ユ
ウ
俳
諸
百
一

集

一
俗
儒
へ
ら
れ
る。

一
加
。
金
抑
の
例
人
組
路
大
拶
編
。
嘉
京
一一一年
十
且一

ハ
イ
カ
イ
ヲ
リ
ソ
へ
シ
ユ
ウ
俳
諾
折
添
集
一

江
戸
英
大
助
等
・
金
制
仰
入
馬
屋
喜
兵
衛
板
。
越
中
の
一
加
。

近
江
苧
々
間
竿
丈
若
。
天
保
十
四
突
卯
一
一
一
且
十

八
裕
合
服
工
が
、
明
和
二
年
に
出
板
し
た
制
諮
百
一

一
=
一日
誌
札
の
小
詳
患
を
若
者
が
品
目
主
と
な
っ
て
密
ん

集
を
小
加
に
殴
め
、
そ
の
辞
註
だ
け
を
除
い
た
も
の
一
だ
時
の
造
語
句
集
で
あ
る
。
天
保
氏
辰
夏
六
且
申
川

で
あ
る
o

一
鰍
の
序
が
あ
る
。

ハ
イ
カ
イ
マ
ガ
リ
ガ
ネ
俳
誌
曲
尺

小
本
一
断
。
一

パ
イ
カ
エ
キ
ヒ
ョ
ウ
チ
エ
ウ
梅
花
易
評
一
註
一

大
坂
問
屋
忠
兵
術
板
。
内
組
に
は
四
寧
洞
都
い
ろ
は
一
冊
。
新
訓
白
蛾
諮
。
此
の
密
は
梅
花
易
と
い
ふ
印
考

分
制
諮
曲
尺
、
外
山
叫
に
は
側
諮
ま
が
り
が
ね
と
あ
っ
一
の
占
術
の
諜
諮
あ
る
を
正
し
、
古
易
を
思
ぶ
一
助
と

て
挙
中
前
の
部
で
あ
る
。
そ
の
序
に
『
ち
と
批
ふ
る
と
一
な
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

も
く
ち
る
亦
あ
ら
ざ
る
風
流
の
木
々
を
あ
つ
め
て
ま
一

バ
イ
カ
ヒ
ヤ
ク
エ
イ

梅
花
百一諒

一
加
。
白
叫
聞

が
り
が
ね
と
な
，
つ
け
た
ま
ふ
よ
し
。
こ
れ
を
も
て
句
一
二
年
官
公
八
百
五
十
年
祭
に
街
。
、
北
野
跡
祉
に
怒

つ
く
る
う
へ
に
も
な
を
/
¥
正
し
か
れ
と
の
こ
L

ろ
一
納
す
る
お
、
七
言
絶
句
栴
花
百
詠

一
人
一
泊
宛
を
集

な
ら
ん
か
し
o
明
利
入
年
の
各
か
ど
千
代
尼
』
と
あ
一
め
た
も
の
で
あ
る
o
巻
首
に
集
定
問
棋
制
訟

・
錦
誤

る
か
ら
、
千
代
は
序
文
を
の
み
認
め
た
の
で
あ
ら
う
一
仲
間
・

臨
海
山
良
と
あ
る
。

が
、
巻
末
の
目
録
に

『
側
諸
ま
が
り
が
ね
、
四
季
を
一
パ
イ
カ
ヒ
ヤ
h
y
Z
イ

梅
花
百
諒

空
間
昂
野
村
岡

十
二
且
に
部
売
分
、
い
ろ
は
引
に
し
て
甚
だ
見
や
す
一
平
の
作
。
務
永
武
年
抑
制
公
九
百
五
十
年
忌
に
岱
台
、

か
ら
し
む
。
小
本
一
加
、
千
代
尼
若
』
と
あ
っ
て
、

一
空
諜
は
秦
少
訴
の
却
に
倣
う
て
、
梅
花
百
山
田
の
詩
を

千
代
尼
の
一
告
と
し
て
政
出
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
一
賦
し
、
梓
に
上
せ
て
之
を
太
宰
府

・
北
野
の
両
官
附

ハ
イ
カ
イ
マ
ツ
ノ
コ
ヱ
は
い
か
い
松
の
醤
↓
一
に
上
っ
た
も
の
で
あ
る
。

チ
ヨ

ユ
ク

ジ
ユ
ウ
千
代
尼
句
集
〈
一
一
〉
。
一

パ
イ
カ
ム
ジ
ン
ゾ
ウ
梅
花
無
蓋
寂
三
十
三
加
。

ハ
イ
カ
イ
Z
ト
セ
グ
サ
俳
誌
三
年
草

一
加
。

一
加
到
滞
の
士
岩
原
却
が
、
前
間
利
家
か
ら
治
怖
に
主

七
尾
の
例
入
大
野
長
久
三
回
忌
の
集
で
、
長
久
の
四
一

る
閣
の
程
々
の
事
慌
を
特
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

E

苧泊目
句
を
主
と
し、

滞
家
の
遁
悼
吟
容
が
紋
せ
ら
れ

一

ハ
イ
ゴ
ウ
イ
ヘ
ヨ
シ

努
郷
泉
嘉
辺
都
況
左
術

ハ
イ
シ
稗
史

加
賀
滞
に
於
け
る
稗
史
の
若
者

は
、
白
川
町
か
ら
}
究
明
の
問
に
活
制
し
た
回
州
安
水
を
第

一
に
麟
ぐ
べ
き
で
あ
ら
う
。
婆
水
の
本
領
は
倒
諮
で

あ
っ
た
が
、
奇
才
縦
杭
、
紛
ら
指
を
稗
史
の
著
作
に

染
め
て
、院
長
中
外
似
・
流
永
南
島
叫
出
・
昔
日
北
山
都
銀
・

琉
球
邸
和
録
・三
凶
間
活
仰
・
雄
被
戦
記
・
説
弘
難
波

鋒
・
北
倭
紀
明
朗
寸
官

出
し
た
。
鉱
山
附
暢
輩
、
屯
も
苦

棋
の
跡
を
止
め
ぬ
も
の
、
全
〈
前
後
に
そ
の
比
を
見

ぬ
。
そ
の
他
従
永
六
年
に
成
っ
た
見
新
大
鵬
選
十
巻
、

門
。
柴
閃
勝
家
の
碑
将
。
天
正
入
年
佐
久
間
脱
政間帯

の
金
問
仰
御
拐
を
攻
め
た
時
、
及
び
十
且
勝
家
が
江
沼

郡
の

一
俊
坪
坂
蔚
五
郎
を
滅
ぼ
し
た
時
、
家
目
前
は
逝

び
に
之
に
奥
ふ
り
、
同
年
織
間
信
長
か
ら
大
型
寺
城
主

に
任
ぜ
ら
れ
た
。
次
い
で
十
年
時
間
政
の
鹿
島
郡
荒
山

の
留
を
攻
め
た
時
に
は
、
行
動
山
口
を
守
備
し
、
十

一
年
勝
家
が
羽
柴
秀
吉
と
践
ふ
路
近
江
に
出
兵
し
た

時
に
も
之
に
従
ひ
、
四
且
二
十
日
間
州
政
の
命
に
よ
っ

て
柴
叩
勝
政
を
教
は
ん
と
し
、
石
川
兵
助
と
戦
う
て

命
を
航
し
た
。

ハ
イ
ゴ
ウ
ジ
ダ
ユ
ウ

舜
郷
治
太
夫
主
左
衛
門

家
郊
の
子
。
佐
久
間
四川政
に
仕

へ
、
天
正
十
年
魚
抽
出

役
に
戦
初
を
主
て
、
問
政
の
死
後
前
問
利
長
の
守
山

在
城
の
時
に
は
そ
の
小
姓
中
に
あ
っ
た
。
後
丹
羽
長

置
に
仕
へ
て
邸
畏
抗
年
入
且
浅
井
畷
に
窃
倒
し
、
水

越
縫
隙
助
に
討
た
れ
た
。

パ
イ
ザ
ン
モ
ン
ボ
ン
梅
山
岡
本

町
洞
宗
の
術
。

美
披
の
人
。
行
脚
し
て
加
到
の
例
陀
寺
に
来
り
、
大

源
宗
慌
の
印
可
を
E
X
け
、
次
い
で
細
山
削
船
源
寺
の
閉

山
と
な
り
、
加
賀
に
金
剛
寺
を
聞
き
、
総
持
寺
に
昇

り
、
船
棚
寺
に
邸
っ
た
。
将
軍
足
利
議
結
そ
の
道
警

を
附
き
、
命
じ
て
京
に
上
ら
し
め
ん
と
し
た
が
可
か

ず
、
郎
永
什
四
年
九
且
寂
。
梅
山
は
最
も
詩
に
巧
み

で
あ
っ
た
。

イ

六
六
八

亭
和
三
年
に
な
っ
た
野
狐
物
問
、
年
代
不
訴
の
越
路

加
賀
見
が
あ
っ
て
、
共
に
大
槻
内
磁
允
の
流
刑
訴
判

を
取
扱
ひ
、
安
永
の
比
の
道
路
夜
話
一
一
十
五
容
は
、

加
州
三
侠
士
の
僻
奇
と
し
、
安
永
九
年
東
武
講
師
の

告
を
以
て
出
し
た
金
城
失
油
田
制
と
、
年
代
不
詳
の
雨

家
組
絡
純
金
と
は
、
並
び
に
務
士
高
田
笹
臓
が
中
村

高
右
衛
門
を
殺
害
し
た
期
末
を
述
べ
、
天
保
九
年
設

山
人
雲
山
亭
の
鉱
に
成
る
復
鍔
際
英
町
四
、
年
不
祥
敵

討
討
の
鍛
告
の
近
藤
忠
之
永
一
仇
討

一
件
を
記
し
た

る
、
年
不
粋
長
天
省
一
・
水
の
名
に
よ
る
百
姓
三
太
の

仇
討
を
密
い
た
加
賀
羽
二
重
の
如
き
類
は
少
〈
な
い

が
、
い
づ
れ
も
銃
数
平
凡
に
し
て
、
俗
諒
見
る
に
堪

へ
ぬ
も
の
L
み
で
あ
る
。

是
等
は
全
〈
郡
質
に
悲
，つ

い
て
多
少
の
脚
色
を
加
へ
た
も
の
で
あ
る
が
、
加
賀

羽
二
頭
ふ
た
け
は
架
空
の
も
の
と
見
ら
れ
る
。
文
加
府

片
隅
乞
色
軒
復
趨
と
端
名
し、

極
死
普
色
と
題
す
る

加
子
は
、
附
入
戸
水
屋
訟
兵
術
が
妓
古
今
と
、
金川附

陪
川
法
島
河
原
に
情
死
し
た
尽
民
を
恕
い
た

も
の

で
、
間
々
方
言
を
交
へ
て
ゐ
る
が
、
入
文
字
屋
限
り

の
文
章
を
綴
っ
た
異
色
あ
る
も
の
で
あ
る
。

パ
イ
シ
梅
枝

l
ウ
ス
ヰ
パ
イ
シ
碓
井
梅
校
。

パ
イ
シ
ツ
梅
室

4
サ
ク
ラ
ヰ
パ
イ
シ
ツ
州
問

弁
梅
室
。

バ
イ
シ
ツ
オ
ウ
キ
ネ
ン
ロ
ク
梅
室
翁
紹
年
録

一
加
。

俳
人
穆
弁
梅
室
一
生
の
年
桝
で
、
そ
の
大
枠

忌
に
飴
り
山
本
春
松
の
編
制
す
る
所
。
春
訟
は
綿
室

門
下
で
、
隠
張
知
多
郡
宇
且
村
の
人
で
あ
る
0

・h
永

甲
賀
夏
四
且
宗
秋
の
序
が
あ
る
。

パ
イ
シ
ツ
カ
シ
ュ
ウ
梅
室
家
集
二
冊
。
梅
山
車

一昔
、
林
山
校
。
序
は
桑
門
脈
由
、
訟
は
天
保
丙
巾
仲

秋
水
誠
会
迎
琉
。
梅
室
の
制
句
抑
端
で
あ
る
が
、
そ
の

中
ピ
安
保
四
年
夜
間
M

梅
閏
年
風
が
設
起
し
て
、
卯
民

心
謹
祉
の
北
校
の
仰
を
築
き
直
し
た
都
な
ど
が
犯
さ


